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反応がみられるのは房室結節の減衰伝導特性と遅伝導路の逆伝導時間短縮のバランスによるもので、
balanced responseは下位共通路伝導時間延長、順行性速伝導路の減衰伝導特性が遅伝導路の伝導
時間の短縮で相殺されることで説明可能であり、decremental responseは順行性伝導路の減衰伝導
特性が遅伝導路の逆伝導時間短縮効果を上回るために生じていると推定される。 
 心房刺激により速伝導路の室房伝導時間が短縮することが以前より知られており我々は心房刺激
で遅伝導路の室房伝導時間が短縮した症例を報告しているが、AVNRT誘発時の心房刺激で遅伝導路
の逆伝導時間が短縮したという報告は今までにはない。伝導時間短縮の理由としては心房刺激で生
じた興奮が速伝導路を順伝導するのと同時に遅伝導路も順行性に伝導して遅伝導路内で興奮が衝突
し、遅伝導路への順行性興奮により頻度依存性の減衰伝導が生じその直後の遅伝導路の逆行性伝導
時間が短縮している可能性が考えられるがまだその機序は明らかではない。 
その他のマクロリエントリー性頻拍においてペーシングによる誘発時に逆行性伝導路の伝導時間
が短縮する現象は観察されておらず、房室結節組織のリエントリーで生じる頻拍に特異的であると
すればAVNRTの診断に有用となる。また、AVNRTの診断のための心臓電気生理検査では心房からのエ
ントレインメントマッピングや心房期外刺激を行うが、逆行性遅伝導路の伝導時間短縮によりペー
シング後の反応が修飾される可能性があり今後リエントリー性頻拍の電気生理検査の結果を解釈し
ていく上で非常に重要な結果であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
